
報道関係各位

令和５年１１月１日
茨城県営業戦略部観光物産課

茨城県内のフィルムコミッション全体で
600作品以上を支援

平成14年10月に県FC設置以来最高の実績

３ その他
○主な支援作品
・映 画：「ゴジラ-1.0」、「映画 ネメシス 黄金螺旋の謎」、「君と世界が終わる日に 劇場版」、

「見えなくても聞こえなくても愛してる」、「リボルバー・リリー」ほか
・ドラマ：「らんまん」（ＮＨＫ）、「罠の戦争」(フジテレビ) 、

「仮面ライダーギーツ」(テレビ朝日)、「季節のない街」（ディズニープラス）ほか

（参考）2022年公開の興行収入10億円以上の邦画12作品（実写）のうち、本県では４作品をロケ支援。
※撮影は2022年度以前

「シン・ウルトラマン」、「沈黙のパレード」、「あなたの番です 劇場版」、「おそ松さん」

茨城県内のフィルムコミッションが中心となってロケ支援を実施した令和４年度（１年
間）の作品数は、６１９作品（対前年度比１１４％）、撮影日数については１，５２４日
（対前年度比１４６％）となりました。ロケ支援による経済波及効果推計額は約８．２億円
（対前年度比２７３％）でした。作品数、撮影日数、経済波及効果推計額ともに、コロナ禍
以前を上回り、過去最高の実績となりました。
ロケ支援実績増加の理由としましては、大型作品の誘致に多数成功し、ロケセットを設営

した長期ロケが増えたこと、日帰りや短期のロケのニーズにも応え東京圏からの撮影需要の
取り込みを図れたことによるものと考えております。
なお、ロケ支援した作品数は、平成14年10月に県にフィルムコミッション推進室を設置し

て本格的にロケの誘致・支援活動を開始して以来、20年間で８，５３０作品となりました。

２ フィルムコミッション経済効果１ ロケ支援件数、撮影日数

作品数
撮影
日数

※お問い合わせ 茨城県営業戦略部観光物産課 長谷川、大和田
電話０２９－３０１－３６２２ E-mail ibaraki-fc@pref.ibaraki.lg.jp

（参考：消費推計額及び経済波及効果推計額の算出方法）

・消費推計額：撮影隊の宿泊費、弁当代及び撮影機材のレンタル料など、アンケート調査等をもとに算出
・経済波及効果推計額：国土交通省総合政策局「ロケーション撮影による地域経済効果の推計手法等に関する調査
報告書」の係数をもとに算出

累計
推計額
（億円）

単年度
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（億円）
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参考資料 

【ロケ支援取組実績】 
①年度別ロケ支援実績 

年度 作品数（対前年度比） ロケ延べ日数（対前年度比） 

H14＊ ３２ ２２７ 

H15 １３５（４２２％） ５５５（２４４％） 

H16 ２０７（１５３％） ７６６（１３８％） 

H17 ３０４（１４７％） ８４７（１１１％） 

H18 ３３６（１１１％） １，０５４（１２４％） 

H19 ３５５（１０６％） １，２１８（１１６％） 

H20 ３５７（１０１％） １，１１９（ ９２％） 

H21 ３７８（１０６％） １，２０３（１０７％） 

H22 ３３９（ ９０％） １，０７８（ ９０％） 

H23 ３１６（ ９３％） １，０４２（ ９７％） 

H24 ３９０（１２３％） １，０４４（１００％） 

H25 ５６６（１４５％） １，０６５（１０２％） 

H26 ５５０（ ９７％） １，１９０（１１２％） 

H27 ５８３（１０６％） １，１３０（ ９５％） 

H28 ５２６（ ９０％） １，１４７（１０２％） 

H29 ５２８（１００％） １，２２６（１０７％） 

H30 ６０６（１１５％） １，３１８（１０７％） 

R 1 ５１５（ ８５％） １，２５３（ ９５％） 

R 2 ３４４（ ６７％） ６３３（ ５１％） 

R 3 ５４４（１５８％） １，０４６（１６５％） 

R 4 ６１９（１１４％） １，５２４（１４６％） 

累計 ８，５３０作品 ２１，６８５日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

②年度別経済効果 

年度 
ロケ隊による経済波及効果推計額 

（対前年度比） 

H14＊ 約１億円 

H15 約２億７千万円（２７０％） 

H16 約４億１千万円（１５２％） 

H17 約４億７千万円（１１５％） 

H18 約５億１千万円（１０９％） 

H19 約５億２千万円（１０２％） 

H20 約５億円（ ９６％） 

H21 約５億４千万円（１０８％） 

H22 約５億円（ ９３％） 

H23 約５億２千万円（１０４％） 

H24 約５億４千万円（１０４％） 

H25 約５億５千万円（１０２％） 

H26 約６億１千万円（１１０％） 

H27 約４億８千万円（ ７９％） 

H28 約４億円（ ８３％） 

H29 約４億４千万円（１１０％） 

H30 約４億５千万円（１０２％） 

R 1 約５億１千万円（１１３％） 

R 2 約１億３千万円（ ２５％） 

R 3 約３億円（２３０％） 

R 4 約８億２千万円（２７３％） 

累計 約９５億７千万円 

 
 
 
 
 
③令和４年度地域別ロケ状況       ④令和４年度に利用頻度の高かった 

ロケ地ベスト１０ 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
                  
 

１位  筑波海軍航空隊記念館 

 ／こころの医療センター敷地（笠間市） 

２位  採石場（常陸大宮市） 

３位  竜ケ崎飛行場（龍ヶ崎市） 

４位  鹿島海軍航空隊跡（美浦村） 

４位  採石場（笠間市） 

６位  さしま環境センター（境町） 

６位  パークスガーデンプレイス（笠間市） 

８位  筑波山（つくば市） 

９位 なめがた地域医療センター（行方市） 

１０位 三の丸庁舎（水戸市） 

１０位 かみね公園（日立市） 

１０位 関東鉄道常総線 

＊①、②の H14年度の数値は、どちらも 10月１日（フィルムコミッション設立日） 

以降（半年分）の実績。 
 


